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至五反田 

153-0061 
目黒区中目黒3-6-10 
TEL　03-3715-3571

開館：9:30～17:00　休館は 
月曜日（休日の場合は火曜日）と 
年末年始。入場無料。 

至渋谷 

編
集
後
記
 

GTニュースのバックナンバーはホームページでご覧になれます。 
夏、ＧＴニュースの紙面は最新話題がたくさん。 

4月2日はＧＴの日 

古
い
道
標
が
展
示
さ
れ
て
い
る
門
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
抜
け
、
館
に
入
る

と
、
ま
ず
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
が
、

床
面
に
あ
る
、
目
黒
区
を
上
空
か
ら
撮

影
し
た
航
空
写
真
。
思
わ
ず
足
を
止
め

る
が
、
こ
の
„
現
在
の
目
黒
“
か
ら
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
目
黒
の
地
に
は
ど

の
よ
う
な
歴
史
が
あ
り
、
人
々
が
暮
し

を
営
ん
で
き
た
の
か
を
身
近
か
に
体
感

で
き
る
の
が
「
め
ぐ
ろ
歴
史
資
料
館
」。 

こ
の
資
料
館
は
、
旧
守
屋
教
育
会
館

郷
土
資
料
室
の
資
料
を
も
と
に
、
展
示

機
能
を
拡
充
し
、
旧
目
黒
区
立
第
二
中

学
校
跡
施
設
に
二
〇
〇
八
年
開
設
さ
れ

た
。 学

芸
員
の
横
山
昭
一
さ
ん
は
、「
こ

の
資
料
館
が
め
ざ
す
の
は
„
人
・
資
料
・

情
報
が
結
び
つ
い
た

出
会
い
と
発
見
の
展

示
“
で
す
。
区
外
か

ら
の
来
館
者
に
も
、

目
黒
区
の
歴
史
を
知

っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
展
示
の
仕
方
も

実
際
の
昔
の
生
活
を

実
感
で
き
る
よ
う
な

様
々
な
工
夫
を
し
て

お
り
、
企
画
展
も
行

っ
て
お
り
ま
す
」
と
語
る
。 

今
年
の
夏
は
例
年
と
大
き
く
異

な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。三
月

に
起
き
た
大
地
震
が
大
津
波
、原

発
被
害
を
も
た
ら
し
、特
に
電
力

不
足
に
よ
る
大
幅
な
節
電
を
実
体

験
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

Ｇ
Ｔ
で
も
、大
幅
な
節
電
を
行

っ
て
い
ま
す
。今
年
七
月
の
地
デ

ジ
化
も
大
き
な
変
化
で
す
が
、未

曾
有
の
大
災
害
が
奇
し
く
も
教
え

て
く
れ
た
生
活
の
変
化
は
、電
気

と
い
う
、無
い
こ
と
は
な
い
は
ず

の
も
の
が
無
い
と
い
う
大
き
な
シ

ョ
ッ
ク
で
し
た
。慣
れ
親
し
ん
で

き
た
便
利
な
生
活
を
、あ
え
て
少

し
不
便
に
す
る
こ
と
も
必
要
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

ＧＴギャラリーカレンダー 

② 被災者への励ましに 
　 深津諭美子と生徒一同展 

③ 天野政雄個展 
　小さな小さな旅のスケッチ展 

① 獺画会スケッチ画展 

4月21日（木）～5月9日（月） 4月13日（水）～4月20日（水） 

④ 牧原ゆうき個展 
　　　「愛の愛の愛の星」 

⑤ 廣川五司 
　　　「自然の彩り」写真展 

⑥ 東山フォトクラブ作品展 

5月24日（火）～6月6日（月） 5月10日（火）～5月23日（月） 

3月29日（火）～4月12日（火） 

⑦ 丸田逸夫・丸田悦子 
　 写真・押し花合同作品展 

6月21日（火）～7月4日（月） 6月7日（火）～6月20日（月） 

春
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

展
示
レ
ポ
ー
ト 
ト
ピ
ッ
ク
ス 

Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ピ
ッ
ク
ス 

中
目
黒
Ｇ
Ｔ
の
災
害
避
難
場
所 

目黒区 めぐろ歴史資料館 

子どもから　おとなまで楽しめる… 

見
て
・
知
っ
て
・
楽
し
め
る
資
料
館 

九
月
に
は
三
周
年
記
念
企
画
展
も 

富
士
胎
内
洞
穴
も
体
感 

入
口
脇
に
は
二
万
五
千
年
前
の

石
器
や
旧
石
器
時
代
の
人
々
が
火

を
使
っ
て
生
活
し
て
い
た
跡
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
隣
に
は
、

大
橋
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
縄
文
時

代
の
住
居
跡
コ
ー
ナ
ー
が
。
床
に

原
寸
大
に
描
か
れ
た
方
形
に
近
い

円
形
の
中
に
入
る
と
、
四
本
の
柱

の
位
置
、
屋
根
の
高
さ
な
ど
か
ら
、

当
時
の
住
居
ス
ペ
ー
ス
の
広
さ
が

体
感
で
き
る
。
続
い
て
の
展
示
は

土
器
。
見
事
な
縄
文
土
器
の
装
飾

も
間
近
か
に
見
ら
れ
る
。
土
器
や

鏃
な
ど
の
石
器
と
共
に
イ
ノ
シ
シ

や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
骨
な
ど
も
展
示

さ
れ
、
当
時
の
食
生
活
も
垣
間
見

え
る
。 

注
目
は
目
黒
の
「
新
富
士
」
の

胎
内
洞
穴
。
こ
れ
は
ぜ
ひ
、
足
を

運
ん
で
体
感
し
て
く
だ
さ
い
！
中

世
の
「
目
黒
氏
」
に
つ
い
て
の
資

料
、
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
に
描
か

れ
て
い
る
目
黒
、
古
い
暮
ら
し
の

道
具
の
数
々
、「
む
ら
」
か
ら
「
ま

ち
」
へ
と
変
る
近
世
か
ら
現
代
へ

と
興
味
深
い
展
示
が
続
く
。
横
山

学
芸
員
は
「
年
四
回
企
画
展
が
あ

り
、
夏
休
み
に
は
、
児
童
生
徒
を

対
象
に
勾
玉
や
埴
輪
作
り
な
ど
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
る
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
し
体
験
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
語
る
。
体
験
学
習
・
資

料
閲
覧
室
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
も
対

応
。
九
月
に
は
三
周
年
記
念
企
画

展
「
近
藤
重
蔵
と
目
黒
新
富
士
（
仮

称
）」
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

展
示
作
品
の
一
部
を 

　
　
　
被
災
地
の
小
学
校
へ
寄
付 

被
災
地
へ
の
思
い
が
作
品
に
甦
る 

今
年
も
多
彩
な
ア
ー
ト
が
Ｇ
Ｔ
の 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
飾
っ
て
い
ま
す 

Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
電
力
削
減

に
協
力
し
て
照
明
を
一
部
消
灯
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。 

①
紺
野
　
慶
木
彫
写
真
展 

　
七
月
五
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　
　
十
九
日（
火
） 

②
ｎ
ｏ
ｎ
坂
谷
望
作
品
展 

　
七
月
二
十
日（
水
）〜 

　
　
　
　
　
八
月
三
日（
水
） 

③
横
田
律
子
作
品
展 

　
八
月
四
日（
木
）〜 

　
　
　
　
　
　
十
七
日（
水
） 

④
松
本
二
郎
展 

　
八
月
十
八
日（
木
）〜 

　
　
　
　
　
九
月
二
日（
金
） 

⑤
日
景
祐「
詩
畫
」展 

　
九
月
五
日（
月
）〜 

　
　
　
　
　
　
二
十
日（
火
） 

⑥
若
林
タ
カ
子
作
品
展 

　
九
月
二
十
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　
十
月
三
日（
月
） 

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の

皆
様
に
、
思
い
を
馳
せ
た
展
示

会
が
あ
り
ま
し
た
。 

地
震
な
ど
の
時
に
Ｇ
Ｔ
か
ら
避

難
、
集
合
す
る
場
所
は
「
中
目
黒

小
学
校
」
で
す
。
そ
の
後
、
さ
ら

に
危
険
に
な
っ
た
場
合
は
、
下
の

地
図
の
よ
う
な
道
順
に
な
り
ま
す

が
、
広
域
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
「
中
目
黒
公
園
一
帯
」
へ

集
団
で
避
難
し
ま
す
。 

　
Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
四
月
十

三
日
か
ら
「
被
災
者
へ
の
励
ま

し
に
」
と
題
し
て
作
品
を
展
示

し
た
、
書
家
の
深
津
諭
美
子
さ

ん
は
、
展
示
会
終
了
後
に
写
真

の
作
品
な
ど
を
「
作
品
を
見
て

少
し
で
も
元

気
を
出
し
て

い
た
だ
け
れ

ば
」
と
、
被

災
地
の
小
学

校
へ
寄
付
し

ま
し
た
。 

　
五
月
の
Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

は
、
二
十
一
日
か
ら
「
小
さ
な

小
さ
な
旅
の
ス
ケ
ッ
チ
展
」
と

題
し
た
、
画
家
の
天
野
政
雄
さ

ん
の
ス
ケ
ッ
チ
画
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
東
北
地
方
を
題
材
に

し
た
作
品
に
は
、
こ
の
度
の
津

波
で
被
災
し
た
石
巻
市
街
や
石

ノ
森
萬
画
館
な
ど
が
あ
り
、
被

災
前
の

美
し
い

風
景
が

描
か
れ

て
い
ま

す
。 

▲ 寄付された作品の一部 

▲ 

展
示
さ
れ
た 

　 

作
品
の
一
部 

蜻 

資
料
館
の
横
山
昭
一
学
芸
員 

ヤ
ジ
リ 

ま
が
た
ま 

は
に
わ 
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中目黒八幡神社 

山手通り 

目黒川 

東京共済 
病院 

別所坂 
児童遊園 

田楽橋 大橋 

渋谷 恵比寿南3

JR 恵比寿駅 

鎗ヶ崎 

中目黒 
ＧＴ 
 

中目黒駅 
 

正覚寺 

皀
樹
橋 

東
横
線 

別
所
坂 

庚申塔 

駒
沢
通
り 

▲ 急な傾斜が続く別所坂 

蜻 

バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
の
一
コ
マ 

シリーズ⑦ 

中
目
黒
地
域
探
訪 

ペ ン リ レ ー ⑯  

今回は8・9階の 

ウォルト・ディズニー・ジャパン 

株式会社さんです。 

ＧＴタワーのテナント 
紹介コーナー！！ 

　
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ジ

ャ
パ
ン
株
式
会
社
は
米
国
に
本
社

を
置
く
ザ
・
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ

ニ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
日
本
で
運
営
し
て
お
り
、
メ
デ

ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
パ
ー
ク

＆
リ
ゾ
ー
ト
、
ス
タ
ジ
オ
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
、
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
、
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
の
５
つ
の
セ

グ
メ
ン
ト
で
相
互
に
相
乗
効
果
を

高
め
な
が
ら
多
角
的
に
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
中
で
Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
に
勤
務

し
て
い
る
私
た
ち
は
、
コ
ン
シ
ュ

ー
マ
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
一
員
と
し

て
日
本
全
国
に
展
開
し
て
い
る
デ

ィ
ズ
ニ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ

ズ
専
門
店
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ス
ト
ア
」

の
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
。 

　
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ス
ト
ア
は
、
舞
浜

イ
ク
ス
ピ
ア
リ
内
に
あ
る
東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
店
、
大
阪
の

心
斎
橋
店
、
渋
谷
公
園
通
り
店
を

は
じ
め
と
し
て
現
在
全
国
に
46
店

舗
あ
り
、
多
く
の
ゲ
ス
ト
の
皆
様

へ
驚
き
と
よ
ろ
こ
び
を
ご
提
供
し

て
い
ま
す
。 

　
日
本
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ス
ト
ア
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ユ
ニ
ベ
ア
シ
テ
ィ
を

は
じ
め
、
Ｕ
Ｓ
か
ら
上
陸
し
た
バ

イ
ナ
ル
メ
ー
シ
ョ
ン
や
、
映
画
「
パ

イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
」

関
連
の
商
品
な
ど
、
ウ
キ
ウ
キ
・

ワ
ク
ワ
ク
♪
す
る
よ
う
な
デ
ィ
ズ

ニ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
を
た

く
さ
ん
取
り
揃
え
て
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
に
お
越

し
の
際
は
ぜ
ひ
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ス
ト

ア
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

春
の 

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト 

　
「
別
所
坂
」
は
、
目
黒
川
に
架

る
田
楽
橋
又
は
皀
樹
橋
を
渡
り
、

恵
比
寿
方
面
に
向
か
う
道
に
あ
る
。

目
黒
区
発
行
の
「
坂
道
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
す
す
め
」
に
よ
る
と
、
全

長
は
二
百
二
十
八
ｍ
、
高
低
差
十

九
．
三
ｍ
で
平
均
斜
度
は
七
．
八

六
度
と
か
。
こ
の
傾
斜
は
区
内
で

二
番
目
の
急
坂
と
な
る
。
目
黒
川

方
面
か
ら
登
る
と
、
始
め
は
ゆ
る

や
か
な
坂
道
だ
が
、
Ｓ
字
カ
ー
ブ

を
登
っ
て
い
く
と
厳
し
い
斜
度
に

な
り
、
最
後
は
階
段
に
。
車
は
通

れ
な
い
坂
道
で
も
あ
る
。 

　
坂
名
の
由
来
は
、
坂
を
下
っ
た

所
が
別
所
と
呼
ば
れ
た
地
名
だ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に

は
、
別
邸
が
近
く
に
あ
っ
た
、
え

ぞ
探
検
な
ど
で
知
ら
れ
る
近
藤
重

蔵
が
「
新
富
士
」
と
呼
ば
れ
る
塚

を
造
っ
た
り
（
元
富
士
は
目
切
坂

上
に
あ
る
）
、
眼
下
に
は
目
黒
川
、

遠
く
に
は
富
士
山
が
眺
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
麻
布
方
面
か
ら
の
行

楽
客
で
賑
わ
っ
た
。 

　
一
方
、
中
目
黒
方
面
か
ら
は
、

中
目
黒
八
幡
神
社
脇
か
ら
麻
布
方

面
に
抜
け
る
道
で
も
あ
り
、
農
作

物
な
ど
を
運
ん
だ
生
活
路
で
も
あ

っ
た
。
か
つ
て
は
「
押
し
ん
坊
」

と
呼
ば
れ
る
人
足
が
控
え
て
い
て
、

荷
車
な
ど
の
後
押
し
を
し
た
り
、

行
き
来
す
る
人
々
が
協
力
し
て
荷

車
を
押
し
合
っ
て
い
た
と
も
。
中

世
に
は
「
吾
妻
鑑
」
に
も
出
て
く

る
「
目
黒
氏
」
の
館
が
こ
の
辺
り

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
伝

承
も
あ
る
。
登
り
切
っ
た
坂
の
上

に
は
庚
申
塔
も
祀
ら
れ
古
道
の
面

影
を
残
し
て
い
る
が
、
周
囲
は
大

き
な
マ
ン
シ
ョ
ン
が
並
び
、
今
は

恵
比
寿
方
面
へ
の
抜
け
道
と
し
て

人
々
が
行
き
交
っ
て
い
る
。（
次

回
は
「
新
・
旧
茶
屋
坂
」
で
す
） 

助
言
・
協
力
＝
平
山
元
也
氏 

第
四
十
六
回
中
目
黒
夏
ま
つ
り 

夏
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介 

八

幡

神

社

例

祭

 

第

六

天

社

例

祭
 

　
六
月
十
三
日
、
十
一
時
か
ら
目

黒
区
商
店
街
連
合
会
主
催
に
よ
る

第
三
回
「
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｇ
Ｔ
広

場
に
集
合
後
三
十
分
、
中
目
黒
周

辺
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。 

　
商
店
会
や
町
会
を
は
じ
め
、
Ｇ

Ｔ
か
ら
も
六
名
が
参
加
、
計
四
十

名
で
多
く
の

ゴ
ミ
を
拾
い

駅
周
辺
美
化

に
貢
献
し
ま

し
た
。 

 

『
別
所
坂
』 

坂
道
特
集 

そ
の
② 

　
Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

に
今
年
も
、
夏
の
風
物
詩
七
夕
飾

り
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。
Ｇ
Ｔ

で
働
く
皆
さ
ん
や
、
お
住
ま
い
の

皆
さ
ん
に
色
々
な
願
い
を
短
冊
に

書
い
て
頂
い
て
飾
っ
て
い
ま
す
。 

　
応
募
さ
れ
た
中
か
ら
抽
選
で
商

品
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。 

応
募
要
領
は
・
・
・ 

◎
応
募
は
Ｇ
Ｔ
内
に
勤
務
の
方
、 

　
Ｇ
Ｔ
に
お
住
ま
い
の
方 

◎
応
募
締
切
は
七
月
七
日 

◎
短
冊
は
七
月
十
五
日
ま
で
掲
示 

◎
当
選
発
表
は
七
月
二
十
九
日
ま
で

　
オ
フ
ィ
ス
棟
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
掲

　
示
し
ま
す
。 

◎
応
募
方
法
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

あ
る
短
冊
に
、
願
い
事
を
三
十
字
以

内
で
書
い
て
、
設
置
の
竹
に
飾
付

け
て
下
さ
い
。
短
冊
の
半
券
は
抽

選
券
と
な
り
ま
す
の
で
、
切
り
取

っ
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

Ｇ
Ｔ
管
理
組
合
総
会
 

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

Ｇ
Ｔ
全
館
避
難
訓
練
実
施
 

義
援
金
を
気
仙
沼
市
に
！
 

Ｇ
Ｔ
の
日
記
念
に
お
花
で
飾
り
ま
し
た
 

第
六
天
社
五
月
例
祭
 

く
す
の
木
ま
つ
り
 

　
九
月
二
十
四
日
（
土
）、
二
十

五
日
（
日
）、
中
目
黒
八
幡
神
社

例
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
五
月
八
日
（
日
）
に
Ｇ
Ｔ
プ
ラ

ザ
商
店
会
主
催
の
、
く
す
の
木
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

好
天
に
恵
ま
れ
、
バ
ン
ド
演
奏
や

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
輪
投
げ
遊
び
な

ど
、
大
人
も
子
供
も
、
楽
し
い
ひ

と
時
で
し
た
。

ま
た
、
義
援

金
が
八
千
円

集
ま
り
ご
協

力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

　
Ｇ
Ｔ
で
も
、
東
日
本
大
震
災
へ

の
救
援
に
協
力
し
、
イ
ベ
ン
ト
で

の
募
金
、

Ｇ
Ｔ
内
の

皆
さ
ん
に

よ
る
義
援

金
合
わ
せ

て
十
万
円
を
、

目
黒
区
を
通
し
て
気
仙
沼
市
へ
届

け
て
い
た
だ
く
よ
う
、
五
月
二
十

七
日
に
青
木
目
黒
区
長
に
お
渡
し

し
ま
し
た
。 

　
九
月
十
八
日
（
日
）、
十
五
時

か
ら
、
第
六
天
社
境
内
に
お
い
て

崇
敬
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
第
六

天
社
九
月

例
祭
が
執

り
行
わ
れ

ま
す
。 

　
八
月
六
日
（
土
）・
七
日
（
日
）

に
、
目
黒
銀
座
商
店
街
主
催
「
中

目
黒
夏
ま
つ
り
」
が
例
年
ど
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。
阿
波
踊
り
、
よ

さ
こ
い
と
各
チ
ー
ム
が
踊
り
を
競

い
合
い
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
中

目
黒
が
熱
く
燃
え
ま
す
。 

●
開
催
日
程 

八
月
六
日
（
土
）　
阿
波
踊
り 

　
　
　
　
　
　
午
後
六
時
〜
九
時 

八
月
七
日
（
日
）　
よ
さ
こ
い 

　
　
　
　
　
　
午
後
六
時
〜
九
時 

場
所
　
目
黒
銀
座
通
り
及
び
周
辺 

＊
両
日
共
、
午
後
四
時
か
ら
Ｇ
Ｔ

タ
ワ
ー
前

広
場
で
デ

モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り

ま
す
。 

　
六
月
二
十
三
日
、
Ｇ
Ｔ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
Ｇ
Ｔ
の
三
管
理
組
合

総
会
、
㈱
中
目
黒
ジ
ー
テ
ィ
ー
の

株
主
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午

後
三
時
か
ら

各
組
合
ご
と

に
順
次
行
わ
れ
、

予
定
通
り
終

了
し
ま
し
た
。 

　
七
月
八
日
（
金
）
午
後
二
時
か

ら
、
Ｇ
Ｔ
全
館
避
難
訓
練
を
行
い

ま
す
。
Ｇ
Ｔ
各
テ
ナ
ン
ト
の
社
員

の
皆
様
、
店
舗
従
業
員
の
皆
様
、

お
住
ま
い
の
皆
様
は
是
非
参
加
し

て
下
さ
い
。
当
日
は
、
午
後
二
時

に
、
火
災
発
生
の
全
館
放
送
を
行

い
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
タ
ワ
ー

前
広
場
に
避

難
し
て
下
さ

い
。
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま

す
。 

　
五
月
十
四
日
（
土
）
午
後
三
時

か
ら
、
第
六
天
社
境
内
に
お
い
て

中
目
黒
八
幡
神
社
宮
司
を
迎
え
て

崇
敬
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
例
祭
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

崇
敬
会
総
会
が
行
わ
れ
、
会
長
を

は
じ
め
と

し
た
役
員

改
選
が
あ
り
、

予
定
通
り

終
了
し
ま

し
た
。 

　
毎
年
四
月
二
日
は
Ｇ
Ｔ
の
日
と

し
て
、
Ｇ
Ｔ
春
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
、
大
震
災
の

被
害
を
重
く
受

け
止
め
、
中
止

と
致
し
ま
し
た
。 

　
Ｇ
Ｔ
の
日
を

記
念
し
た
春
の

装
い
は
、
三
月
二
十
五
日
か
ら
四

月
八
日
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。
お

花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
Ｇ
Ｔ
内
に
設

置
し
、
さ
く
ら
の
ア
ー
ト
を
飾
り

ま
し
た
。
ひ
と
時
の
癒
し
と
し
て
、

皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

▲ 崇敬会の皆さんによる玉串奉天 

▲ オフィス棟エントランス 
　 作品展示のイメージ 

▲ ＧＴ管理組合理事の皆さん 
　 から青木区長にお届けした 

▲ 清掃前の打ち合わせ風景 

▲ タワー前広場の 
　　さくらアート 

▲ 飾られたお花プランター 

▲ 昨年の避難訓練風景 

▲ 第 45回夏まつり 
　 　　阿波踊りの一コマ 

▲ 昨年9月例祭の様子 

▲ 昨年の子供神輿風景 

▲ 総会の一コマ 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
を 

　
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ス
ト
ア
」 

　
　
　
で
ど
う
ぞ
！ 

七
夕
願
い
の
短
冊
募
集
中 

Ｇ
Ｔ
か
ら
お
近
く
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ス
ト
ア
は 

「
渋
谷
公
園
通
り
店
」
渋
谷
区
宇
田
川
町
20
ー
15 

ヒ
ュ
ー
マ
ッ
ク
ス
パ
ビ
リ
オ
ン
公
園
通
り 

０
３
（
３
４
６
１
）
３
９
３
２ 

さ
い
か
ち 
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